
 別紙１ 
平成　　年　　月　　日

公益社団法人国土緑化推進機構 宛

住　　所

提案者名

代表者名
　　　　　　
　　　　印

林野庁「木材利用ポイント事業」地域材利用に関する広報事業
［第３次公募］

企画提案書提出表明書

林野庁「木材利用ポイント事業」地域材利用に関する広報事業［第３次公募］の企画提案書の提出を表明します。

なお、企画提案書に関する担当者は下記のとおりです。

記

事業名　　　　　林野庁「木材利用ポイント事業」地域材利用に関する広報事業［第３次公募］
　　　　　　都道府県協議会・関係団体と地方施設・地方メディア等との連携によるPRイベント等実施業務

提案者名
　　　　○○○○○○○○　　　　


※ JV等で申請される場合は、提案者全てをご記入下さい。


連絡先

所属




役職名



氏名




TEL




FAX




E-mail


以上
 別紙２ 
企画提案書の様式
１．企画提案書は、次頁以降の記載例に従って記載して下さい。

２．用紙は、Ａ４版（縦・横自由）を使用し、両面印刷として下さい。
※ なお、事務局で一括して各提案書を製本するため、取り外しが簡易なクリップ等でまとめて下さい。

（個別製本は不要です。）
３．企画提案書は、15部（正１部、写14部）提出して下さい。
４．別途、企画提案書の電子ファイルを所収したDVDを納入して下さい。

（記載例）

〔表紙〕

企画提案書

事業名　　林野庁「木材利用ポイント事業」地域材利用に関する広報事業
　　　　　　都道府県協議会・関係団体と地方施設・地方メディア等との連携によるPRイベント等実施業務
平成　　年　　月　　日

提案者名
　　　　○○○○○○○○　　　　

※ JV等で申請される場合は、提案者全てをご記入下さい。


代表者名
　　　　○○○○○○○○
　　　　印

所在地

○○県○○市・・・・・・・・（郵便番号：○○○－○○○○）

連絡先

所属
○○○部○○○課



役職名
（課）長



氏名
○○○○○



TEL
○○○－○○○○－○○○○（代）
内線△△△△



FAX
○○○－○○○○－○○○○



E-mail
○○○○○○○@○○○○.○○.○○
〔本文〕

以下の必要事項を、企画提案書に盛り込んでください。（様式等は任意）
1． 業務名
都道府県協議会・関係団体と地方施設・地方メディア等との連携によるPRイベント等実施業務
２．提案する企画の概要 及び ポイント

○ 提案する企画の概要及びポイントについて、Ａ４・１枚以内で説明して下さい。

３．提案する企画内容
○以下の内容について、各業務の内容に合わせて提案内容を記述して下さい。

①提案する広報業務の企画提案の目的と基本的な考え方・方向性
（訴求する対象と目指すべき対象者の行動変容の考え方・方向性、提案する企画により達成を目指す成果）

②提案する企画の広報戦略・戦術

（上記の目的等の実現に向けて、必要な広報施策の内容・キャスティング等）

③提案する企画の内容・構成・スケジュール等
（上記の戦略・戦術の実現に向けた具体的なコンテンツ等の内容・構成・スケジュール）

④生産者側との連携・協働の仕組み・工夫

（提案する企画を、木材利用ポイント事業等に携わる地域の行政・民間事業者・NPO等の担い手との連携・協働の方法、関係者を「自分事化」させながらエンパワーメントに寄与させるための工夫）

⑤消費者側へのコミュニケーション方法の仕組み・工夫

（木の良さや地域材利用の意義等を着実に周知したり、木材利用ポイント対象工事・木材製品等の購入に向けた行動を喚起させるための仕組み・工夫）

⑥二次的普及啓発の促進の仕組み・工夫

（制作した広報媒体等のクロスメディア等による二次利用や、木材利用ポイント事業関係者等による自主的な普及啓発活動の促進、提案する企画で訴求した対象者によるクチコミ喚起等といった二次的な普及啓発を促進し、波及効果を高める仕組み・工夫）

⑦自走化の促進の仕組み・工夫

（継続的な普及啓発に向けて、自走化させる仕組みや工夫）

⑧費用対効果を高める仕組み・工夫

（シードマネーとして広報業務を企画・実施したり、パブリシティを実施したり、制作した広報媒体を二次利用する等により、提案企画の費用対効果を高める仕組み・工夫及び想定される広告換算額）

⑨検証と改善・補完の仕組み・工夫

（提案企画が着実かつ効果的に対象者層に訴求できる施策となるように検証・改善したり、主要施策の実施を踏まえた訴求状況等の検証を踏まえて着実に成果を達成するための補完の仕組みや工夫）

※ 上記の記述に際して、①着実に実施できる企画、②一定条件が整った上で実施できる企画（条件を明示）、③構想段階の企画（実現性を明示）を整理して、記述してください。

４．事業実績

○ 当該事業と同様の事業の過去３ヵ年における実績の主要なものを説明して下さい。
なお、「３．提案する企画内容」の④～⑦のポイントについて、特色ある実績がある場合は、その特色を明示して説明して下さい。

５．事業実施体制

○ 当該事業を遂行するのに必要な実施体制について、業務担当者の氏名、所属・役職(職名)・役割を、一覧表に整理して記載して下さい。（連携・協働団体を含む）
○ 木材利用ポイント事業関係者等と連携・協働し、緊密に調整しながら企画を進め、実効的な広報業務となるような仕組み・工夫があれば記して下さい。
	所属・役職（職名）
	氏　　名
	専門領域
	担当内容
	想定稼働日数

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


６．必要経費

○ 上記の事業を実施するために必要な経費を、下表に記載して下さい。

（単位：円）

	項目
	積算内訳（注１）

	１．人件費
	

	２．直接経費
	

	３．諸経費
	

	４．小計（１．＋２．＋３．）（注２）
	

	５．消費税額（４．）×５％
	

	総　額（４．＋５．）
	


注１）積算内訳は、業務毎に分けてできるだけ詳細に記載して下さい。

注２）小計は消費税を除いた額で算定して下さい。

注３）事業実施者が決定した場合は、当機構や関係団体等との実施内容の検討・調整を経て、委託契約書の書式にて、改めて積算をお願いします。

７．その他

○ 事業を実施するにあたって、その他の提案内容や意見・要望があれば記入して下さい。


 別紙３ 
選定の審査基準

	項　　目
	評 価 基 準
	配点

	全般
	○ 企画提案の内容は、業務の目的と方向性、成果指標が合致しているか。
○ 対象層への訴求を着実に図れるような戦略・戦術となっているか。
	10点

	企画内容
	（内容・構成）

○ 対象層への訴求を効果的に行えるような内容・構成になっているか。

（生産者側との連携・協働）

○ 木材利用ポイント事業等に携わる地域の行政・民間事業者・NPO等と連携・協働して、関係者を「自分事化」させながら、エンパワーメントできる仕組み・工夫があるか。
（消費者側へのコミュニケーション）

○ 木の良さや地域材利用の意義等の周知、木材利用ポイント対象工事・木材製品等の購入に向けた行動の喚起につながる仕組み・工夫があるか。

（二次的普及啓発の促進）

○ 制作した広報媒体等の二次利用が促されたり、クチコミ喚起等により二次的な普及啓発の波及効果を高める仕組み・工夫があるか。

（自走化の促進） 
○ 継続的な普及啓発に向けて自走化させる仕組み・工夫があるか。
（検証と改善・補完）
· 提案企画の検証・改善の仕組みや工夫、訴求状況等の検証を踏まえた成果達成のための補完の仕組みや工夫があるか。
	60点

	実施スケジュール
	· 木材利用ポイント事業の展開や需要期等、効果的に訴求できるスケジュールとなっているか。
	10点

	事業の遂行体制等
	○ 本業務を着実に遂行する体制は整っているか。
○ これまでに本業務と同種又は類似の業務の実績があり、本事業の実施に活かすことができる能力を有しているか。
○ 関係者等と連携・協働し、緊密に調整しながら企画を進め、実効的な広報業務となるような仕組み・工夫があるか。
	10点

	所要経費の積算
	· 本業務の遂行に当たっての所要経費は、適正かつ経済的に積算されているか。
· 提案企画の費用対効果を高める仕組み・工夫があるか。
	10点


※ 参考資料がある場合には、適宜添付して下さい。
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